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緒言 

実験方法 

500×400×500mm の透明アクリル製角槽を用い、撹拌液はイオン
交換水および水あめ水溶液（µ=2.2Pa･s, ρ=1374kg/m3）を用いた。

流動状態の可視化にはアルゴンレーザーシート光によるトレーサ

ー法を用い、混合状態の可視化は着色法を用いた。 
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オクタジット 
流動状態の可視化 

オクタジットは、直角に交差する半円形の立体翼を互いに逆方向に回転する 2軸で
架橋した撹拌翼である。工業排水・下水道および養殖分野への適用や、閉鎖水域・

停滞水域の水質改善において実用化されている。しかし、それらの操作は全てフィ

ールド試験や実績に基づいて行われており、定量的なデータがない。そこで、本研

究では新規撹拌翼“オクタジット”の性能を、混合過程やフローパターンの見地から
評価することを目的とする。 
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横から（槽中央部）

乱流（1mPa･s）では比較
的水平な吐出流と翼に戻

る流れが観察できた。一

方、層流（2.2Pa･s）では
槽底へ向かう吐出流が観

察できた。 

混合過程の可視化 
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槽内流体が循環す

る２周目には全体に

着色液が広がってお

り、層流状態の操作

でもデッドスペース

は発生せず、良好な

混合が得られた。 
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